たかが校正,されど校正 by 安藤 勝







































(  ii  )
　この書をある大学図書館が製本しました。よく利用されたので，本が破損したのです。
製本のとき，製本業者が背文字を『図書解題』とうっかりまちがいました。背文字が間
違っていることに誰も気が付きません。書架に収まるともともとこの本は『図書解題』
という書名であるかのように，学生のレポートにも『図書解題』を利用したと書かれる
始末です。
　たまたま私が気が付き，背文字を直してもらいました。たまたまです。得てしてこう
いうたまたまが間違いを発見するようです。校正恐るべし。厳密にいえば『國書解題』
でした。
　▼ある大学出版局から浩瀚な学術図書が送られてきました。いわゆる寄贈図書です。
気軽に読めるような本ではありません。商業出版として流通しそうもない非売品です。
数日後に数ページにわたる正誤表が送られてきました。しばらくそのままにしておいた
ところ，再び正誤表が送られてきました。最初に送られてきた「正誤表」の「正誤表」
でした。誰か校正を手伝う人はいなかったのかしら。老学者が渾身を込めて著作した学
術図書でした。
　▼はるか昔，奈良・平安時代のこと。仏教が盛んになり，多くの経典が作られました。
当時は今日のような印刷技術がありませんから，本は写本として作成され流通しました。
天武天皇の二年，写字生たちが一切経を川原寺で写経したと『日本書紀』に見えます。
奈良の都に写経所が設けられ，国費をもって生産されました。写経所には長官の下に人
事，写経料紙，筆，墨，給料，食事など一切の事務担当者がおり，専門職として書写に
従事する経師，書写されたものの校正に従事する校生，写経された書画の表具を行う装
潢師などがおりました。一巻の書写が終ると，校生が一校，二校，三校と校正を行い順
次作業が施され一巻の写経が出来上がります。おもしろいことに，校正に誤字，脱字が
あった場合，誤字五字を以って一文，脱字は一字につき一文という規定もあったようで
す。小野則秋著『日本文庫史研究』に書かれてありました。
　▼西洋でも，特に中世の修道院では写字生たちが，盛んに聖書を生産しました。モン
テ・カシーノ修道院，ヴィヴァリウム修道院，ボビオ修道院，ザンクト・ガレン修道院
などが写本生産で有名でした。修道院には書写室（scriptorium）が設けられており，
写字僧たちは原本を求めて，修道院から修道院へと渡り歩くこともあり，こうして得ら
れた原本の筆写に一年かかることもありました。貴重図書は鎖本として持ち運びができ
ないようにしました。当然，転記ミスはあったことでしょう。写本同士の異同研究が発
生します。
　グーテンベルクが発明した印刷文字は写本であった聖書文字の影響を多分に受けて，
あのようなゴシック書体ができたのだといわれています。
　▼校正はいかにして誤字，脱字を回避するかです。記載ミス，転記ミス，変換ミス，
数字ミス・・・まだまだあります。大学入試問題で毎年ミスが発見され，新聞で報道さ
れます。スーパーの表示が1個168円なのか，1袋168円なのか，不思議な数字もあります。
厚生労働省の不正統計問題は校正の問題ではなさそうですが。
　▼自分の生きざまを校正しようか。無理ですね。陰の声です。
　
（奥羽大学図書館長）
